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事務事業名ふるさと応援寄附金納付促進事業

01
基本事業： 03自主財源の確保 担当部 企画政策部

基本事業の
成果指標

①収納率（市税等）
②収納率（使用料及び負担金等）
③ふるさと応援寄附金収入額（計画期間内累計）

担当課 企画政策課

担当係 企画政策担当

市外住民 ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の納付を促進するため、寄附申出の
電子化や寄附金のカード決済を行うためのポータルサイトを運営するとと
もに、市内事業者の特産品や認定地域資源等を謝礼品として送付する。

＜事務の流れ＞
①寄附の申出
　寄附者は、申出書又はＷＥＢ上の申出フォームを利用し、寄附申出を行
う。
②寄附金の収納
　寄附者は納付書又はカード決済等により、市に寄附金を納付する。
③受領証明書・謝礼品の送付依頼
　寄附者に受領証明書を送付するとともに、中間事業者を通じて謝礼品の
発送を各事業者に依頼する。

ふるさと応援寄附金の納付を促進することで、寄附金によ
る自主財源の確保を図る。
また併せて、謝礼品を発送することによる市内事業者等の
活性化を図る。

計画年度 平成25年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画 ○
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

寄附件数

寄附金額

45,591 53,095 80,000 80,000

390,972 513,898 692,000 692,000

成果指標名称 単位 目標
04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
194,881 315,867 345,732 436,810計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0
194,881 315,867 345,732 436,810

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

1.2 1.2 1.8
9,274 9,378 14,441

204,155 325,245 360,173 436,810

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

●

○

○

「寄附件数」及び「寄附金額」については、前年度から7,504件、122,926千円増加した。インターネット上のポー
タルサイトである「ふるさとチョイス」「さとふる」「楽天」「ふるなび」「ふるさとプレミアム」「ANA」を導
入し寄附機会の増に取組んでいる。また、専門的な技術やノウハウを有する中間事業者に業務を一部委託し、効率
的効果的なポータルサイトの運用や事業者説明会を実施することで、謝礼品の増加などに繋がり成果が向上してい
るものと考える。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

寄付金額および件数は増加基調にあるが、その事務処理が増加してい
る。他自治体の事務処理等を調査・分析し、引き続き最適な手法を検
討。
12月～1月の繁忙期事務負担軽減のため、R4年度からワンストップ申
請受付業務を委託し事務負担軽減に努めている。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

あり

妥当性がある

影響度は大

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

　令和２年度以降新たなポータルサイトの導入や謝礼品の拡充な
どにより、寄附金額・寄附件数ともに増加中である。引き続き謝
礼品の拡充に繋がる取り組みとして、新しいポータルサイトの導
入やポータルサイトへの効果的な返礼品掲載手法の検討、事業者
訪問等の実施について検討している。

　大手ネット通販企業がふるさと納税の仲介事業に参入を表明し
ていることから、新たなポータルサイト導入を検討する。また、
経費割合を考慮しながら、広告を実施など、今後も寄附金額が拡
大する方策について継続して検討する。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

ふるさと応援寄附金制度を平成20年度から実施しているが、納付
件数が制度開始から平成24年度末までで15件（794,000円）であ
ったため、平成25年度から納付促進のため1万円以上の寄附をし
ていただいた方に本市の特産品を謝礼品として送付することとし
た。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

件

千円

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


